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混
成
団
（
団
長

深
田

尚
則
一
陸
佐
）
は
、
平
成
二
十
八
年

二
月
七
日
（
日
）
長
池
演
習
場
（
京
都
府
）
に
お
い
て
団
持
続
走

競
技
会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
戦
闘
員
と
し
て
必
要
な
持
続
走
能
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
部
隊
の
団
結
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
目

的
で
行
っ
た
。

競
技
会
は
、
軽
武
装
（
戦
闘
服
装
に
銃
を
携
行
）
で
行
わ
れ
、

断
郊
走
の
部
（
連
隊
、
四
曹
教
）
及
び
個
人
走
の
部
（
大
隊
）
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
っ
た
。

選
手
た
ち
は
、
演
習
場
内
の
高
低
差
の
厳
し
い
四
キ
ロ
コ
ー
ス

を
部
隊
、
個
人
の
名
誉
の
た
め
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

ま
た
、
混
成
団
友
の
会
か
ら
田
中
会
長
と
役
員
の
方
が
応
援
に

駆
け
つ
け
、
熱
の
こ
も
っ
た
激
励
に
よ
り
選
手
の
力
走
を
後
押
し

し
た
。

本
競
技
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
。

※

断
郊
走
と
は
、
グ
ル
ー
プ
走
の
こ
と
。

隊
員
が
長
池
演
習
場
を
駆
け
る

平
成
二
十
八
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
職
に
と
り
ま
し
て
は
、

二
年
目
と
な
る
年
度
で
す
。
平
成
二
十
七
年
度
は
、
混
成
団
長
と

し
て
全
て
が
最
初
で
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
中
、
先
輩
や
同
僚
そ
し

て
部
下
さ
ら
に
関
係
協
力
団
体
の
方
々
等
、
多
く
の
人
達
に
支
え

ら
れ
、
多
少
の
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
何
と
か
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
引
続
き
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
ご
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と

一
服
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
前
「
聞
く
力
」
と
い
う
本
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

耳
か
ら
「
き
く
」
と
い
う
漢
字
と
し
て
は
、
「
聞
く
」
と
「
聴

く
」
そ
し
て
「
訊
く
」
が
あ
り
ま
す
。

「
聞
く
」
の
意
味
は
「
隔
た
り
を
と
お
し
て
耳
に
す
る
人
の
話

や
、
よ
そ
か
ら
の
音
を
き
く
」
で
あ
り
、
「
聴
く
」
は
「
き
く
、

ま
と
も
に
耳
を
向
け
て
き
く
、
耳
を
澄
ま
し
て
き
く
」
、
訊
く
は

「
と
う
、
た
ず
ね
る
、
質
問
を
す
る
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢

字
に
よ
り
、
意
味
そ
し
て
使
う
場
が
異
な
り
ま
す
。

最
近
、
歳
を
重
ね
る
に
従
い
思
う
こ
と
は
、
人
の
話
を
し
っ
か

り
と
「
き
く
」
こ
と
が
大
事
だ
と
痛
感
し
ま
す
。
今
ま
で
は
、
人

の
話
も
あ
る
程
度
聞
い
て
、
勝
手
に
自
分
で
思
い
込
み
、
そ
し
て

行
動
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
そ
れ
で
も
そ
れ
程
大
き
く
は
ず
す

こ
と
な
く
、
結
果
と
し
て
何
と
か
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
老
化
現
象
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
あ

た
り
の
感
も
鈍
く
な
っ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
で
は
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

改
め
て
、
前
述
の
「
き
く
」
と
い
う
漢
字
の
中
の
「
聴
く
」
と
い

う
漢
字
に
注
目
し
て
み
ま
す
と
、
こ
の
「
聴
く
」
と
い
う
漢
字
は
、

「
耳
」
、
「
＋
」
、
「
目
」
、
「
心
」
と
い
う
部
分
に
分
解
で
き

ま
す
。
こ
の
４
つ
の
部
分
を
見
た
時
に
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
自
分

に
必
要
な
事
は
、
た
だ
単
に
「
音
と
し
て
き
く
」
こ
と
で
は
な
く
、

対
峙
す
る
事
象
に
対
し
て
「
耳
」
に
「
目
」
と
「
心
」
を
プ
ラ
ス

（
＋
）
し
て
、
き
く
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
を
こ
の
「
聴
く
」
と
い
う
漢
字
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
聴
く
力
」
す
な
わ
ち
「
耳
を
澄
ま
し
」
「
目
を
凝
ら
し
」
「
心

を
開
い
て
」
、
こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な
こ
と
を
聴
い
て
い
き
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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中混団初！総合戦闘射撃実施

混
成
団
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
五
日
（
火)

か
ら
九
日
（
土
）

ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
十
四
特
科
隊
・
第
三
戦

車
大
隊
の
支
援
を
受
け
て
混
成
団
初
と
な
る
総
合
戦
闘
射
撃
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
に
は
、
第
四
十
九
普
通
科
連
隊
の
即
応
予
備
自
衛
官
も
参

加
し
、
諸
職
種
が
総
合
一
体
化
し
た
総
合
戦
闘
射
撃
訓
練
と
し
て
、

そ
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

本
訓
練
の
実
施
に
あ
た
り
、
統
裁
官
（
混
成
団
長
）
は
、
「
全
火

器
・
全
部
隊
の
総
合
一
体
化
」
「
安
全
管
理
の
徹
底
」
を
要
望
し
、

「
指
揮
官
の
確
実
な
命
令
・
号
令
に
よ
る
射
撃
指
揮
、
各
射
手
の
基

礎
動
作
を
確
行
し
、
安
全
・
確
実
に
本
訓
練
の
目
的
を
達
成
せ
よ
」

と
参
加
部
隊
に
対
し
要
望
し
た
。

総
合
戦
闘
射
撃
は
本
年
度
最
も
重
視
す
る
団
統
一
訓
練
で
あ
る
と

と
も
に
、
平
成
二
十
八
年
の
団
訓
練
初
め
と
な
っ
た
。

【
総
合
戦
闘
射
撃
と
は
】

普
通
科
・
特
科
・
戦
車
部
隊
な
ど
の
諸
職
種
部
隊
が
、

総
合
さ
れ
た
火
力
発
揮
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
実

施
す
る
射
撃
訓
練

訓示を述べる団長

一発必中を狙う狙撃隊員

１２０ｍｍ迫撃砲０１式軽対戦車誘導弾８７式対戦車誘導弾

中
部
方
面
総
監
初
度
視
察

「教育１１９」ネットワーク

今
年
度
、
方
面
管
内
各
部
隊
で
行
う
基
本
教
育
を
更

に
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
教
育
専
任

部
隊
主
幹
に
よ
り
教
育
技
能
等
の
情
報
共
有
窓
口
を
構

成
し
、
基
本
教
育
の
面
か
ら
混
成
団
長
及
び
各
級
指
揮

官
を
補
佐
す
る
態
勢
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

方
面
隊
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
准
尉

陸
曹
の
相
互
連
携
）
の
一
翼
と
し
て
方
面
隊
最
先
任
上

級
曹
長
を
援
護
し
、
隊
員
育
成
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
御
理
解
御
協
力
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
最
先
任
上
級
曹
長

准
陸
尉

大
内

耕
二

儀仗を受ける総監

屋上での地点指示

混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
は
、
二
月
二
十
三
日
（
火
）
中
部

方
面
総
監

鈴
木
陸
将
の
初
度
視
察
を
受
け
た
。

総
監
は
、
状
況
報
告
、
隊
内
巡
視
に
よ
り
混
成
団
及
び
大
津

駐
屯
地
の
状
況
を
視
察
さ
れ
た
。

訓
示
で
は
、
総
監
統
率
方
針
と
し
て
「
任
務
必
遂
」
を
掲
げ
、

「
誇
り
と
謙
虚
さ
」
「
厳
し
さ
と
思
い
や
り
」
「
地
域
と
共
に
」

の
三
点
を
要
望
さ
れ
る
と
と
も
に
、
実
戦
的
実
際
的
な
教
育
に

留
意
し
、
基
本
基
礎
を
確
行
で
き
る
隊
員
の
育
成
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

連
隊
（
連
隊
長

齋
藤
一
陸

佐
）
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月

七
日
、
長
池
演
習
場
に
お
い
て

中
部
方
面
混
成
団
武
装
走
競
技

会
に
参
加
し
断
郊
走
の
部
で
見

事
「
優
勝
」
し
た
。

本
競
技
会
に
は
十
二
個
分
隊

（
連
隊
長
指
定
選
手
十
五
名
、

女
性
自
衛
官
一
名
を
含
む
抽
選

選
手
七
十
七
名
）
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
出

走
で
き
な
か
っ
た
隊
員
の
ハ
ン

デ
を
も
克
服
す
べ
く
高
低
差
の

大
き
い
コ
ー
ス
に
挑
ん
だ
。

競
技
で
は
分
隊
長
を
核
心
に

原
村
演
習
場
で
の
試
走
結
果
や

当
日
の
体
調
な
ど
を
ふ
ま
え
て

の
銃
や
装
具
の
受
け
渡
し
、
声

か
け
な
ど
を
し
な
が
ら
分
隊
ご

と
に
示
さ
れ
た
目
標
タ
イ
ム
を

刻
み
力
走
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
に
倒
れ
込
む
隊
員

が
何
人
も
い
た
こ
と
は
「
一
秒

で
も
タ
イ
ム
を
短
縮
す
る
。
」

想
い
の
表
れ
、
競
技
会
後
の
祝

勝
会
で
は
と
も
に
走
り
終
え
て

仲
間
達
と
練
成
の
労
を
た
た
え

合
っ
た
。

即自担当者等調整会議

地本担当者を交えて！

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

記念講演をする
小南博資氏

創
隊
の
偉
業
を
振
り
返
り
、

新
た
な
一
歩
を
誓
う

連
隊
は
、
三
月
三
～
四
日
、
中
国
・

四
国
地
区
の
ほ
か
兵
庫
・
滋
賀
の
各
地

方
協
力
本
部
及
び
中
部
方
面
混
成
団
、

第
三
〇
四
・
三
〇
五
施
設
隊
の
担
当
者

二
十
三
名
の
参
加
を
得
て
、
平
成
二
十

七
年
度
即
応
予
備
自
衛
官
等
担
当
者
調

整
会
議
を
海
田
市
駐
屯
地
に
お
い
て
実

施
し
た
。
会
議
で
は
、
当
初
、
即
自
雇

用
企
業
と
の
連
携
、
即
自
顕
彰
、
即
自

募
集
協
力
な
ど
に
関
す
る
平
成
二
十
七

年
度
施
策
実
績
、
平
成
二
十
八
年
度
計

画
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

じ
後
、
地
本
別
に
企
業
主
等
研
修
、

企
業
訪
問
な
ど
の
予
定
に
つ
い
て
調
整

し
、
平
成
二
十
八
年
度
即
自
業
務
推
進

の
資
と
し
た
。

連
隊
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
四

日
、
創
立
十
七
周
年
記
念
行
事
を
実

施
し
た
。
当
日
は
、
岡
山
県
精
神
科

医
療
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医
師

小
南

博
資
氏
（
即
応
予
備
二
等
陸
尉
）
よ

る
「
条
件
反
射
制
御
法
に
よ
る
自
己

変
革
」
と
題
し
た
記
念
講
演
、
引
き

続
き
、
感
謝
状
贈
呈
、
前

卓
志

百
万
一
心
の
会
（
連
隊
協
力
会
）
会

長
、
河
端
博
四
七
Ｏ
Ｂ
会
会
長
等
を

迎
え
て
の
式
典
、
祝
賀
会
食
と
進
み

創
隊
ま
た
連
隊
の
充
実
・
発
展
に
御

尽
力
さ
れ
た
後
援
会
、
Ｏ
Ｂ
会
を
は

じ
め
と
す
る
諸
団
体
、
地
方
協
力
本

部
、
雇
用
企
業
、
各
駐
屯
地
そ
し
て

使
命
感
あ
ふ
れ
る
即
応
予
備
自
衛
官

な
ど
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
真
に

戦
え
る
組
織
へ
の
脱
皮
を
誓
っ
た
。
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第
四
十
九
普
通
科
連
隊

競
技
開
始
に
先
立
ち
統
裁
官
（
連
隊

長
）
は
、
「
持
久
力
は
あ
ら
ゆ
る
戦

闘
戦
技
に
お
い
て
基
盤
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
強
靭
な
戦
闘
を
行
う
た
め

に
は
持
久
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
」
と
訓
示
し
、
「
戦
闘
員
と
し

て
個
々
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
せ

よ
」
「
安
全
管
理
に
万
全
を
期
せ
」

の
二
点
を
要
望
、
各
中
隊
一
丸
と

な
っ
て
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
。

競
技
間
、
寒
波
襲
来
の
影
響
も
あ

り
強
風
に
煽
ら
れ
る
等
の
厳
し
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
が
、
各
隊

員
は
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た

錬
磨
の
成
果
を
最
大
限
に
発
揮
、
渾

身
の
力
を
振
り
絞
り
最
終
走
者
へ
と

襷
を
繋
い
だ
。
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
中
、
競
技
を
制
し
た

の
は
第
三
中
隊
。
昨
年
度
優
勝
中
隊

（
第
四
中
隊
）
の
追
随
を
振
り
切
り

悲
願
の
初
優
勝
と
な
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、
部
隊
表
彰
の
他
、

個
人
と
し
て
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
第
三
中
隊
の

栗
田
三
曹
が
輝
い
た
ほ
か
、
六
名
の

隊
員
に
連
隊
長
か
ら
敢
闘
賞
が
贈
ら

れ
た
。

連
隊
（
連
隊
長

茅
野
一
陸
佐
）
は
、

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
及
び
三
月

一
日
、
豊
川
市
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
連

隊
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
各
人
の
持
続
走
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
部
隊
の
団
結
強

化
及
び
隊
員
の
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
連
隊
ナ
ン
バ
ー
「
49
」
に

因
ん
だ
四
十
九
キ
ロ
の
駅
伝
方
式
で
実
施
、

陸
上
競
技
場
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
の
ト

ラ
ッ
ク
を
百
二
十
二
．
五
周
す
る
コ
ー
ス

で
行
い
、
三
十
三
個
チ
ー
ム
（
一
チ
ー
ム

四
名
～
十
三
名
）
が
参
加
、
中
隊
対
抗
方

式
（
参
加
チ
ー
ム
の
平
均
タ
イ
ム
）
で
二

百
四
十
五
名
の
隊
員
が
競
技
に
臨
ん
だ
。

優勝中隊（第３中隊）

優勝中隊長
の胴上げ

第
四
中
隊
の
阿
佐
泰
史
即
応
予
備

陸
曹
長
は
、
平
成
十
二
年
即
応
予
備

自
衛
官
制
度
発
足
当
初
か
ら
、
十
六

年
に
わ
た
り
三
十
日
出
頭
を
達
成
す

る
と
と
も
に
技
能
の
錬
磨
に
励
み
優

秀
な
訓
練
成
果
を
収
め
た
ほ
か
、
他

の
即
応
予
備
自
衛
官
に
対
す
る
指
導

及
び
感
化
善
導
に
努
め
る
等
即
応
予

備
自
衛
官
制
度
の
定
着
化
並
び
に
部

隊
の
精
強
化
に
寄
与
し
た
と
し
て
二

月
二
十
七
日
、
中
部
方
面
総
監
部

（
伊
丹
駐
屯
地
）
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
平
成
二
十
七
年
度
中
部
方
面
隊

優
秀
隊
員
顕
彰
状
授
与
式
に
お
い
て
、

中
部
方
面
総
監
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

記念撮影（左から鈴木総監、阿佐曹長、
阿佐曹長夫人、鈴木総監夫人）
[写真提供：中部方面総監部広報室]

３３個チームが一斉にスタート 駅伝競技 襷リレー ゴール付近

連
隊
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
三

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野

演
習
場
に
お
い
て
第
三
次
連
隊
射
撃
野
営

訓
練
を
実
施
し
た
。

訓
練
は
、
対
人
狙
撃
銃
及
び
十
二
．
七

ミ
リ
重
機
関
銃
の
射
撃
練
度
向
上
を
目
的

と

し
て
行
い
、
対

人
狙
撃
銃
射
撃

（
第
二
中
隊
担

任
）
に
お
い
て

は
、
第
十
一
次

即
応
予
備
自
衛

官
招
集
訓
練
で

各
駐
屯
地
に
出

頭
し
た
各
中
隊

狙
撃
班
の
即
応

予
備
自
衛
官
を

あ
い
ば
野
演
習

場
に
集
結
さ
せ

て

行

っ

た

。

こ
の
冬
一
番
の

寒
波
襲
来
の
影

一面雪景色のなかでの射撃

１２．７ミリ重機関銃射撃

狙撃銃射撃

響
も
あ
り
、
25
日
に
実
施
し
た
狙
撃

銃
射
撃
で
は
、
猛
吹
雪
で
標
的
が
確

認
出
来
ず
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
隊
員
た
ち
は
凍
え
る
寒
さ
を
も

の
と
も
せ
ず
冷
静
沈
着
に
標
的
照
準

し
、
練
度
判
定
に
臨
ん
だ
。
翌
二
十

六
日
に
実
施
し
た
重
機
関
銃
射
撃

（
重
迫
撃
砲
中
隊
担
任
）
で
は
、
徹

甲
弾
を
使
用
し
た
目
標
変
換
射
撃
な

ど
、
よ
り
実
戦
的
な
射
撃
を
追
求
、

こ
ち
ら
も
一
面
雪
景
色
の
中
で
の
射

撃
と
な
っ
た
が
、
整
斉
と
射
撃
を
実

施
し
、
所
望
の
成
果
を
収
め
た
。



第２７号 か け は し（５）

第

四

陸

曹

教

育

隊

第
四
陸
曹
教
育
隊

１８４期上級陸曹課程 ８期最先任上級曹長集合教育

１２８期陸曹候補生課程

第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

中
山
一
陸
佐
）
で

は
、
三
月
十
六
日
に
陸
曹
上
級
課
程
、
二
十
五
日

に
陸
曹
候
補
生
課
程
の
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
た
。

昨
年
度
隊
は
、
陸
曹
候
補
生
課
程
六
個
期
、
初

級
陸
曹
特
技
課
程
二
個
期
、
陸
曹
上
級
課
程
三
個

期
、
方
面
陸
曹
基
礎
英
語
課
程
三
個
期
、
生
徒
陸

曹
候
補
生
課
程
一
個
期
、
最
先
任
上
級
曹
長
集
合

教
育
一
個
期
、
中
級
陸
曹
集
合
教
育
四
個
期
を
担

任
し
、
方
面
隊
か
ら
集
合
し
た
各
期
の
学
生
達
は
、

無
事
教
育
を
終
了
し
、
大
き
く
成
長
し
て
各
部
隊

に
帰
っ
て
行
っ
た
。

隊
は
引
き
続
き
、
「
俺
を
見
よ
、
俺
に
続
け
」

の
指
標
の
も
と
学
生
達
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
基

幹
隊
員
達
に
つ
い
て
も
自
ら
鍛
え
る
意
識
を
新
た

に
二
十
八
年
度
の
隊
務
を
開
始
し
た
。

隊
業
務
・
装
備
改
善

隊
は
、
二
月
十
七
日
（
水
）
平
成
二
十
七
年
度
隊
業
務
改
善

及
び
装
備
改
善
審
査
会
を
実
施
し
た
。

審
査
会
に
は
合
計
十
一
件
が
展
示
さ
れ
、
各
々
が
熱
の
入
っ

た
説
明
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
十
件
が
隊
と
し
て
採
用
さ
れ
、

三
月
十
五
日
に
実
施
さ
れ
た
団
装
備
・
業
務
改
善
に
上
申
さ
れ

た
。

審査会場



第２７号 か け は し （６）

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

緊張の面持ちで被服適合にのぞむ新入隊員

期待と不安を胸に続々と着隊する新入隊員

大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
陸
佐
）
は
、
大

津
駐
屯
地
に
て
第
九
期
一
般
陸
曹
候
補
生
三

一
五
名
、
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
一
三
六

名
、
計
四
五
一
名
の
新
入
隊
員
を
受
け
入
れ
、

六
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
、
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
大
隊
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
、
一

丸
と
な
っ
て
大
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
啐

啄
」
「
活
模
範
た
れ
」
を
具
現
す
べ
く
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

春
の
光
を
身
に
浴
び
て
、
桜
の
開
花
の
準

備
も
着
々
と
進
み
、
生
命
の
躍
動
感
を
感
じ

る
こ
の
時
期
に
、
今
年
も
大
勢
の
若
者
が
大

津
駐
屯
地
の
門
を
た
た
き
、
賑
や
か
な
季
節

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

第
九
期
一
般
陸
曹
候
補
生

平
成
二
十
八
年
度
自
衛
官
候
補
生
着
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

増
田
二

陸
佐
）
は
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
三

月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
の
間
に
第
九
期
一

般
陸
曹
候
補
生
二
百
五
名
を
、
ま
た
、
四
月

一
日
に
自
衛
官
候
補
生
百
二
十
八
名
を
異
状

な
く
受
け
入
れ
た
。

新
隊
員
た
ち
は
今
ま
で
と
大
き
く
異
な
る

環
境
の
中
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
そ
れ
ぞ
れ

の
中
隊
へ
と
向
か
い
、
こ
れ
か
ら
指
導
を
受

け
る
区
隊
長
・
班
長
、
苦
楽
を
共
に
過
ご
す

同
期
達
と
初
対
面
し
た
。

大
隊
は
、
新
隊
員
を
一
人
前
の
自
衛
官
に

成
長
さ
せ
る
べ
く
、
基
幹
隊
員
及
び
支
援
教

官
・
助
教
が
一
丸
と
な
り
情
熱
と
愛
情
を

も
っ
て
、
教
育
に
邁
進
し
て
い
く
。

希望と不安を胸に着隊（一般曹候補生）

平
成
二
十
八
年
度

一
般
陸
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

着
隊

悪戦苦闘の縫い物（一般曹候補生） 緊張の面持ちで受付（自衛官候補生）


